






研究要旨 広島県内に住む乳幼児をもつ母親 2,700 名を対象に、育児に関するアンケート

調査を行った。 

働いている母親が、育児に関して職場に望むこととして、子どもが病気の時や学校行事な

どで休みが気兼ねなく取れるように希望しているものや、企業における保育施設の整備を

望む声が多かった。 

育児に関して社会に望むこととして、広い公園や安全で静かな環境、保育施設の充実、職

場での育児休業、育児手当などの充実、育児休業の保証、育児中の労働時間の短縮、出産

後の再雇用制度の保証、相談窓口の充実、などであげられた。育児に関する不安や悩みで

は、育て方に関する悩み、仕事との両立の困難さ、生活のゆとりのなさ、などが目立って

いた。 

母親が育児そのものにストレスを感じている現状は、今回の調査結果でも、自分の感情で

しかってしまう、イライラして子どもに八つ当たりしていまう、生活に余裕がない、自分

の時間がない、夫が協力してくれない、自分ひとりだけで育てているような気がする、な

どの悩みや不満がみられることから窺える。 

各機関の連携で、開かれた保育所、延長保育、病児保育、小児科医による育児相談の充実、

保育所での検診業務、相談事業の拡充、さらには企業内保育施設の充実などが望まれる。 


